
砥
部
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
砥
部
焼
ま
つ
り

全
窯
元
が
勢
ぞ
ろ
い
し

生
活
食
器
か
ら
美
術
工
芸
品
ま
で

十
万
点
余
り
の
作
品
が
並
ぶ

今
年
は
記
念
す
べ
き
三
十
周
年

四
月
の
第
三
（
土
・
日
）
に
開
催
さ
れ

県
内
外
か
ら
十
数
万
人
の
人
で
賑
わ
う

掘
出
し
物
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
！

お
気
に
入
り
の
逸
品
を
探
し
に

あ
な
た
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

◦第52回商工会全国大会
◦がんばる企業紹介　㈱アート太陽・㈱山下石材
◦金融円滑化法の期限到来後の対応・タブレット導入
◦記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大
◦高年齢者雇用安定法の改正・虐待防止ほか
◦25年度予算概算要求・マル経融資
◦商工貯蓄共済制度を活用して
◦女性部全国大会・商工会監事研修会
◦リーダー研修会（青年部・女性部）
◦小さな瞳・珠算検定・当世経営かわら版
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昨
年
十
一
月
二
十
二
日（
木
）、

東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
三
十
七

名
（
事
務
局
含
む
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、「
小
規
模
企

業
が
主
役
の
日
本
へ
〜
日
本
経
済

の
真
の
復
活
を
目
指
し
て
〜
」
と

銘
打
っ
て
、
政
財
界
か
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
全
国
の
商
工
会
代

表
者
約
三
千
名
が
出
席
し
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
、
石
澤
全
国

連
会
長
挨
拶
。
来
賓
祝
辞
の
後
、

天
野
大
会
副
会
長
が
次
の
五
項
目

の
実
現
に
向
け
、
意
見
表
明
を
行

い
、
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

一�
．
大
型
の
景
気
対
策
の
実
行
、

中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の
強

化
二�

．
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

支
援
及
び
原
発
事
故
の
早
期
収

拾
三�

．
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め

の
金
融
・
税
制
・
労
働
対
策
等

の
実
施

四�

．
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活

動
等
の
推
進
・
強
化
、「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
支
援

五�

．
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進
を

通
じ
た
商
工
会
の
支
援
機
能
の

強
化

　

ま
た
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に

関
す
る
功
労
者
な
ど
二
十
八
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

村
上　

友
則 （
し
ま
な
み
）

上
岡　
　

茂
（
川　
　

上
）

二
宮　

建
一
（
鬼
北
町
）

加
藤　

勝
恵
（
松
野
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

星
野　

国
愛
（
土
居
町
）

千
田　

豊
年
（
周　
　

桑
）

橋
田　

邦
男
（
越　
　

智
）

寺
尾　

博
志
（
越　
　

智
）

松
岡　

一
誠
（
し
ま
な
み
）

脇
谷　

敏
明
（
し
ま
な
み
）

近
藤　

光
雄
（
し
ま
な
み
）

高
瀬　

宣
貴
（
し
ま
な
み
）

上
村　

建
太
（
上
島
町
）

猪
野
由
紀
久
（
北　
　

条
）

忽
那　

文
章
（
中　
　

島
）

永
井　

秀
則
（
東
温
市
）

領
家
奈
津
子
（
東
温
市
）

中
井　

和
彦
（
東
温
市
）

西
永　

広
志
（
久
万
高
原
町
）

鈴
木
正
一
郎
（
長
浜
町
）

菊
池　

幸
雄
（
内
子
町
）

伊
藤　

庫
造
（
保
内
町
）

廣
瀨　

秀
晴
（
伊
方
町
）

井
上　

敬
三
（
伊
方
町
）

大
谷　

伸
郎
（
西
予
市
）

和
泉　

洋
平
（
西
予
市
）

浜
田　

正
彦
（
津
島
町
）

武
澤　

直
榮
（
津
島
町
）

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

「愛」ある街のホームドクター

http://www.shinkin.co.jp/ehime/

開会の挨拶をする石澤義文全国連会長

中小企業庁長官表彰を受ける村上会長（しまなみ）

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会
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は
私
た
ち
の
こ
の
世
で
の
幸
せ
を

約
束
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
お
墓

と
は
私
た
ち
の
生
命
の
ル
ー
ツ
を

確
認
す
る
事
の
で
き
る
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
考
え
を
結
集
さ
せ
三
年

前
、
鬼
北
町
に
「
奈
良
山
霊
苑
」

を
開
苑
致
し
ま
し
た
。
お
墓
参
り

を
身
近
に
し
た
い
と
い
う
考
え
か

ら
、
参
道
や
休
憩
所
、
管
理
事
務

所
や
駐
車
場
を
次
々
と
整
備
致
し

ま
し
た
。
春
に
は
満
開
の
桜
が
咲

き
乱
れ
、
毎
年
多
く
の
方
に
お
花

見
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

お
墓
は
「
愛
」
と
「
感
謝
」
の

泉
で
す
。
お
墓
参
り
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
々
に

幸
せ
に
な
っ
て
頂
く
事
を
望
み
ま

す
。
皆
様
、
是
非
ご
先
祖
様
に
会

い
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

折
し
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
イ
ン

フ
ラ
の
充
実
と
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会

の
到
来
を
迎
え
た
今
日
、
ソ
フ
ト

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
急
務
と
な

り
、
普
及
著
し
い
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
も
利
用
で
き
る
業
界
初
の
ク

ラ
ウ
ド
版「
受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
」

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
商
工
会
が
進
め
る

相
談
事
業
を
活
用
し
、
経
営
革
新

事
業
の
認
定
を
頂
き
、
買
い
換
え

需
要
と
新
た
な
普
及
を
目
指
し

て
、
現
在
四
月
か
ら
の
全
国
販
売

に
向
け
て
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
社
は
、
昭
和
四
十
五
年
二
月

広
告
看
板
業
と
し
て
創
業
。
職
業

柄
常
に
時
代
の
先
取
り
を
求
め
ら

れ
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
べ
く
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活

用
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

丁
度
十
四
年
前
、
情
報
化
社
会

の
進
化
の
波
を
受
け
、
業
務
の
大

幅
な
改
善
を
目
指
し
て
、
見
積
業

務
を
中
心
に
し
た
企
画
か
ら
受
注

生
産
・
納
品
・
請
求
ま
で
の
流
れ

を
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
ソ
フ

ト
を
自
社
開
発
し
、
社
員
全
員
が

使
い
つ
つ
も
、
業
界
に
貢
献
す
べ

く
全
国
販
売
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

弊
社
は
大
正
十
二
年
に
創
業
、

今
年
で
九
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

「
親
か
ら
、
ま
た
ご
先
祖
様
か
ら

頂
い
た
生
命
（
い
の
ち
）
の
繫
が

り
に
感
謝
す
る
事
の
出
来
る
お
墓

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
に
は
、
松
野
町

商
工
会
及
び
県
連
合
会
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
四
国
初
の
樹
木
葬

（
個
人
墓
地
を
持
た
ず
、
墓
石
の

代
わ
り
に
樹
木
を
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
埋
葬
法
）・
合
祀
・
永
代
供
養

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
今
現
在
も
認
知
度
を
高

め
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
内
見
会

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
墓
は
ご
先
祖
様
と
「
幸
せ
の

交
換
」
を
す
る
場
所
で
す
。
ご
先

祖
様
の
冥
福
を
祈
り
、
ご
先
祖
様

兵頭社長

山下社長

タブレットでも利用できるクラウド版ソフト

現在は第三期分譲地まであります

が
ん
ば
る
企
業
紹
介

商
工
会
の
相
談
事
業
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

株
式
会
社　

ア
ー
ト
太
陽

代
表
取
締
役　

兵
頭　

桂
林

業
種　

屋
外
広
告
業

住
所　

西
予
市
宇
和
町
伊
賀
上

株
式
会
社　

山
下
石
材

代
表
取
締
役　

山
下　

武
久

業
種　

墓
石
等
加
工
販
売
業

住
所　

北
宇
和
郡
松
野
町
松
丸

直売所「吉田きなはいや」
国道56号線から300ｍ
宇和島市吉田町沖村612－1 電話 0895－52－0330

直売所「きなはいや三万石」
国道56号線沿い
宇和島市吉田町西小路126－2 電話 0895－52－1990

（有）南四国ファーム
宇和島市吉田町沖村甲612番地１ 電話 0895－52－0330
 FAX 0895－52－1595

酒類・新聞・たばこ

（有）こうじや
宇和島市三間町宮野下700番地

TEL 0895－58－2015
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ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
、
検
査
・
監
督
に
お
い
て
、
従

来
以
上
に
光
を
当
て
ま
す
。

（
借
り
手
の
課
題
解
決
）

・
借
り
手
が
抱
え
る
経
営
課
題
の

解
決
に
は
相
応
の
時
間
が
か
か
る

も
の
で
す
。

・ 
本
年
３
月
末
ま
で
に
、
何
ら

か
の
最
終
的
な
解
決
を
求
め
る
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
金
融
機
関
に
対
し
て
、
借
り
手

の
経
営
課
題
に
応
じ
た
最
適
な
解

決
策
を
、
借
り
手
の
立
場
に
立
っ

て
提
案
し
、
十
分
な
時
間
を
か
け

て
実
行
支
援
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

（
営
業
現
場
へ
の
周
知
徹
底
）

・
金
融
機
関
に
対
し
て
、
円
滑
化

法
の
期
限
到
来
後
も
顧
客
へ
の
対

応
方
針
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
借

り
手
に
説
明
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

・
金
融
機
関
に
対
し
て
、
こ
う
し

た
検
査
・
監
督
の
方
針
を
、
営
業

の
第
一
線
ま
で
、
周
知
徹
底
し
、

実
践
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

★�

平
成
二
十
四
年
十
一
月
「
金
融

担
当
大
臣
談
話
」
よ
り
抽
出

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が
本

年
三
月
末
に
期
限
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
金
融
機
関
や
金
融
庁
の
対

応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
金
融
機
関
の
役
割
）

・
金
融
機
関
が
、
貸
付
条
件
の
変

更
や
円
滑
な
資
金
供
給
に
努
め
る

べ
き
と
い
う
こ
と
は
、
円
滑
化
法

の
期
限
到
来
後
に
お
い
て
も
何
ら

変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
検
査
・
監
督
の
対
応
）

・
金
融
検
査
・
監
督
の
目
線
や
ス

タ
ン
ス
は
、
円
滑
化
法
の
期
限
到

来
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。

・
検
査
・
監
督
を
通
じ
て
金
融
機

関
に
対
し
、
関
係
機
関
と
十
分
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
貸
付
条
件
の

変
更
等
や
円
滑
な
資
金
供
給
に
努

め
る
よ
う
促
し
ま
す
。

・
円
滑
化
法
の
期
限
到
来
後
も
不

良
債
権
の
定
義
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
貸
付
条
件
の
変
更
等
を
行
っ
て

も
不
良
債
権
と
な
ら
な
い
た
め
の

要
件
は
恒
久
措
置
で
す
）

・
個
々
の
借
り
手
の
経
営
改
善
に

　

商
工
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年

度
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
、
巡
回
指
導
の
機
能
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

商
工
会
地
域
は
、
合
併
に
よ
っ

て
職
員
の
減
少
や
、
対
象
エ
リ
ア

が
広
域
化
し
移
動
に
時
間
が
か
か

る
一
方
、
事
業
者
の
指
導
・
支
援

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度
化
す
る

な
か
で
、
課
題
解
決
へ
の
即
時
対

応
力
の
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
訪
問
先
か
ら
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
等
に
よ
る
高
度

専
門
的
な
支
援
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー

な
金
融
情
報
、補
助
事
業
の
紹
介
、

各
種
申
請
手
続
き
等
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
事
業
所
へ
の
迅
速
な
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

ま
す
。

　

会
員
事
業
者
の
満
足
度
向
上
と

指
導
及
び
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
を

図
り
、
会
員
加
入
増
強
に
も
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

経
営
よ
ろ
ず
相
談
所
、
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の

期
限
到
来
後
の
対
応
に
つ
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
で

会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上

砥部町大南705番地
電話 089－969－3643
http:/www.shinmin-museum.jp/

平成25年３月10日より、開館一周
年記念・特別展「相田みつをと坂村
真民の世界」展を開催します。
是非おいでください。

開館：9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜休（３.11と祝日は開館）
Ｐあり（普通車100台、大型バス可）
伊予鉄バス：砥部方面行（伝統産業
会館前下車）市駅より約50分

伊予の土がここに生きる

〒791－2122
愛媛県伊予郡砥部町千足359
　　TEL 089－962－2070　FAX 089－962－6611

（製造部門）千山窯
（卸　　部）砥部焼　千山
（販 売 部）炎の里
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◎
帳
簿
等
の
保
存

　

収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取
引
に
伴
っ

て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た

請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
青
色
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す

青
色
申
告
の
主
な
特
典

①
青
色
申
告
特
別
控
除

　

正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て

記
帳
し
、
申
告
期
限
内
に
提
出
し

て
い
る
場
合
に
は
、
所
得
金
額
か

ら
最
高
六
十
五
万
円
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
青
色
事
業
専
従
者
給
与

　

家
族
従
業
員
に
支
払
っ
た
給
与

を
必
要
経
費
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
事
前
に
届
け
出
が
必
要
）

③
純
損
失
の
繰
越

　

赤
字
の
場
合
、
翌
年
以
降
三
年

間
、
黒
字
金
額
か
ら
差
し
引
け
ま

す
。

　

対
象
者
は
、
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
人

で
す
。

注�

：
申
請
手
続
き
は
そ
の
年
の

三
月
十
五
日
ま
で
、
又
は
業
務

を
開
始
し
た
日
か
ら
二
か
月
以

内
に
「
所
得
税
の
青
色
申
告
承

認
申
請
書
」
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
会
へ

　

個
人
事
業
を
や
め
ら
れ
た
と

き
、
会
社
等
の
役
員
を
退
職
し
た

と
き
な
ど
の
、
生
活
資
金
等
を
あ

ら
か
じ
め
積
み
立
て
て
お
く
た
め

の
制
度
で
す
。

【
制
度
の
特
色
】

○
節
税
に
最
適
な
共
済
制
度
で
す

・�

掛
金
は
、
千
円
か
ら
七
万
円
ま

で
の
範
囲
（
五
百
円
刻
み
）
で

自
由
に
選
べ
、
全
額
が
所
得
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○�

共
済
金
の
受
け
取
り
方
法
が
選

べ
ま
す

・�「
一
括
・
分
割
・
併
用
」
の
い

ず
れ
か
を
選
べ
、
一
括
で
受
け

取
る
場
合
に
は
「
退
職
所
得
扱

い
」、
分
割
で
受
け
取
る
場
合

に
は
「
公
的
年
金
等
の
雑
所
得

扱
い
」
と
な
り
節
税
効
果
も
あ

り
ま
す
。

○�

事
業
資
金
等
の
貸
付
制
度
も
利

用
で
き
ま
す

○�

安
心
・
確
実
な
国
の
共
済
制
度

で
す

★
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
会
へ

　

事
業
所
得
等
を
有
す
る
白
色
申

告
の
方
に
対
す
る
現
行
の
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※
現
行
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
は
、
白
色
申
告
の

内
、
前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分

の
事
業
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額

が
三
百
万
円
を
超
え
る
方
で
す
。

★
記
帳
・
帳
簿
等
保
存
制
度

◎
対
象
と
な
る
方

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は

山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行

う
全
て
の
方
で
す
。

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

方
も
、
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
記
帳
す
る
内
容

　

売
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、
仕

入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関

す
る
事
項
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。

　

記
帳
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ

の
取
引
ご
と
で
は
な
く
日
々
の
合

計
金
額
の
み
を
ま
と
め
て
記
載
す

る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記
載
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

事
業
主
の
退
職
金
、
小
規
模
企
業
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

保存が必要なもの 保存期間

帳　簿
収入金額や必要経費を記帳した帳簿 ７年

業務に関して作成した時、上記以外の帳簿 ５年

書　類

決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年業務に関して作成し、又は受領した請求書、
納品書、送り状、領収書などの書類

経
営
者
の
退
職
金

小
規
模
企
業
共
済
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～愛媛県警からのお願い～

　愛媛県警では、非行を犯した少年が、二度と非行を繰り返すことなく、健やかに成長できるよ
う、少年や保護者を支援する「少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動」を推進しています。

（※詳しくは、県警HPをご覧ください）
　その中で、就労や職場体験等は、社会貢献等の体験を通じ少年が規律を身につけ、将来の目標
を持つなど立ち直りへのアプローチとして非常に有効です。

・老人ホームでの職場体験の後、少年がホームヘルパー２級を取得し、介護施設に就職。
・関係者の協力で少年が菓子製造会社のアルバイト面接を受け、採用となった。
・事業者の福利厚生施設を利用し、少年参加の自然体験活動（ボート、魚釣り等）を実施。

★事業者の皆様で、本活動に関心のある方は、
　愛媛県警察本部少年課　TEL 089－934－0110（内線3081、3082）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで、ご連絡をお願い申し上げます。

「少年に手を差し伸べる立ち直り支援活動」への協力依頼について

一人一人の少年が、地域の宝、
　　　　　　　　　明日の明るい愛媛の担い手です

事例

※�

平
成
三
十
七
年
度
ま
で
は
経
過

措
置
と
し
て
、
厚
生
年
金
（
報

酬
比
例
部
分
）
の
支
給
開
始
年

齢
以
降
の
人
（
左
記
の
表
参
照
）

に
、
対
象
者
を
限
定
す
る
基
準

を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
就
業
規
則
等
を
確
認
の
う
え
、

改
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

★�

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ

　

�http://ehim
e-roudoukyoku.

jsite.m
hlw
.go.jp/

　

年
金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
の
雇

用
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
」（
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
）の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

一�

．
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止

二�

．
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を

雇
用
す
る
企
業
の
範
囲
拡
大

三�

．
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る

公
表
規
定
の
導
入

四�

．
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

実
施
お
よ
び
運
用
に
関
す
る
指

針
の
策
定

■
本
年
四
月
一
日
か
ら
、
全
国
の

全
て
の
企
業
は
以
下
の
い
ず
れ
か

の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①�

六
十
五
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引

き
上
げ

②�

希
望
者
全
員
を
六
十
五
歳
ま
で

継
続
し
て
雇
用
す
る
制
度
の
導

入
③
定
年
の
定
め
の
廃
止

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
平
成
二
十
四
年

十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
法
律
で
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
、
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者

等
、
使
用
者
な
ど
に
障
害
者
虐
待

の
防
止
等
の
た
め
の
責
務
を
課
す

と
と
も
に
、
障
害
者
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し

た
者
に
対
す
る
通
報
義
務
を
課
す

な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
の
尊
厳

を
守
り
、
自
立
や
社
会
参
加
の
妨

げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
虐
待
を
禁

止
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
予
防
と

早
期
発
見
の
た
め
の
取
り
組
み

や
、
障
害
者
を
現
に
養
護
す
る
人

（
養
護
者
）
に
対
し
て
、
支
援
措

置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
た

も
の
で
す
。

★�

詳
し
く
は
、
愛
媛
労
働
局
総
務

部
企
画
室
へ

ふ
る
さ
と
愛
媛
の
県
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う

ご
存
知
で
す
か
？

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正

使
用
者
に
よ
る

障
害
者
虐
待
を

な
く
そ
う

期　　　間 年齢
平成25年４月１日から

61歳
平成28年３月31日まで
平成28年４月１日から

62歳
平成31年３月31日まで
平成31年４月１日から

63歳
平成34年３月31日まで
平成34年４月１日から

64歳
平成37年３月31日まで
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経
営
の
合
理
化
は
、
商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
」
で

　

中
小
企
業
大
学
校
は
、
国
の
中

小
企
業
施
策
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
、
中
小
企
業
の
方
々
を
対
象
と

し
た
専
門
研
修
機
関
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
実
施
さ
れ

る
研
修
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
実
践
！
新
規
顧
客
開
拓
の
進
め
方

　

市
場
・
ニ
ー
ズ
の
分
析
か
ら
新

た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
み
、

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
手
順
、
プ
ロ

セ
ス
の
管
理
等
に
つ
い
て
、
実
践

的
な
新
規
顧
客
開
拓
力
を
養
成
し

ま
す
。

・
開
講
日
①　

六
月
六
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
七
日
（
金
）

・
開
講
日
②　

七
月
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
五
日
（
金
） 

・
定　

員　

二
十
五
名
（
各
回
）

・
受
講
料　

四
万
円　

（
各
回
）

■�

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
て

方
の
ポ
イ
ン
ト

　

経
営
戦
略
に
基
づ
い
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
あ
り
方
を
理
解
し
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
策
定
に
必

要
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
分
析
手

法
、
策
定
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
演
習
を
交
え
な
が
ら
学
び

ま
す
。

・
開
講
日　

七
月
二
十
二
日
㈪

　
　
　
　
　
　

～
二
十
四
日
㈬

・
定　

員　

二
十
名 

・
受
講
料　

二
万
七
千
円 

★
実
戦
経
験
豊
か
な
講
師
陣
に
よ

る
、
豊
富
な
研
修
コ
ー
ス
を
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
の
一
覧
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
は
中
小
企
業
大
学
校
広

島
校
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
。

広
島
校
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：

http://w
w
w
.sm
rj.go.jp/inst/

hiroshim
a/

中
小
企
業
大
学
校

広
島
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
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膝
詰
め
の
経
営
指
導
が
受
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
家
も
派
遣
さ
れ
ま
す
。

○�

新
事
業
活
動
・
農
商
工
連
携
等

促
進
支
援
事
業

　

中
小
企
業
新
事
業
活
動
促
進

法
、
農
商
工
連
携
等
促
進
法
に
基

づ
き
、先
進
的
な
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
や
販
路
開
拓
な
ど

様
々
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
資
金
繰
り
支
援

○�

中
小
企
業
経
営
力
強
化
資
金
融

資
事
業

　

事
業
計
画
の
策
定
や
期
中
管
理

を
前
提
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
低
利
融
資
制
度
が
利
用
で
き
ま

す
。

○�

中
小
企
業
経
営
力
基
盤
支
援
事

業
（
経
営
力
強
化
保
証
制
度
）

　

事
業
計
画
の
策
定
や
期
中
管
理

を
行
っ
た
場
合
、
信
用
保
証
協
会

の
保
証
料
が
減
額
さ
れ
、
金
融
面

だ
け
で
な
く
、
経
営
状
態
を
改
善

す
る
取
組
が
支
援
さ
れ
ま
す
。

■
地
域
商
業
の
活
性
化
支
援

○
地
域
中
小
商
業
支
援
事
業 

　

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
施
設
整
備
、
店
舗
の
集
約
化
、

商
店
街
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

再
生
な
ど
の
整
備
が
図
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
空
き
店
舗
活
用
や
地

域
資
源
を
活
用
し
た
集
客
等
商
店

街
活
性
化
に
向
け
た
取
組
も
支
援

さ
れ
ま
す
。

○�

中
心
市
街
地
魅
力
発
掘
・
創
造

支
援
事
業

　

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

知
恵
の
掘
り
起
こ
し
や
人
材
の
確

保
・
育
成
、
ま
た
、
ま
ち
の
魅
力

を
発
信
す
る
取
組
に
対
し
て
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
経
済
再
生
に
向
け
、
平
成

二
十
五
年
度
予
算
の
概
要
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る「
十
五
ヶ

月
予
算
」
の
考
え
方
で
、
大
型
補

正
予
算
と
二
十
五
年
度
予
算
を
合

わ
せ
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策

が
実
行
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
や
商
店
街
に
対
す
る

主
な
支
援
策
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

■
小
規
模
事
業
者
の
新
事
業
展
開

へ
の
支
援

○
小
規
模
事
業
者
活
性
化
事
業 

　

経
営
力
強
化
支
援
法
に
基
づ
く

認
定
支
援
機
関
で
あ
る
金
融
機
関

等
と
連
携
し
、
女
性
や
若
者
を
は

じ
め
と
し
た
意
欲
あ
る
経
営
者
や

従
業
員
が
行
う
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
、
販
路
開
拓
の
取
組

に
対
し
、
補
助
さ
れ
ま
す
。

○�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ビ

ジ
ネ
ス
創
造
等
支
援
事
業 

　

中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
、
気

軽
に
経
営
に
関
す
る
意
見
交
換
や

相
談
が
で
き
る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
が

構
築
さ
れ
ま
す
。
各
地
域
で
は
、

平
成
二
十
五
年
度

中
小
企
業
対
策
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て

松山市大街道三丁目６－１
開館時間：午前９時～午後６時
休 館 日：水曜日（祝祭日の場合は開館）
　　　　　年末年始（12月29日～ 1月3日）
http://www.iyonet.com   

ロープウェイ
のりば●

一番町通り
大街道

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街

文

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

ご利用
いただける方

担保・保証人 無担保・無保証人

ご融資額 1,500万円以内
ご返済期間

年1.65%

　日本政策金融公庫　国民生活事業では、小規模事業者の方々の経営改善のお役に立てるよう、
無担保・無保証人の「マル経融資(経営改善貸付)」をお取り扱いしています。

※詳しくは、最寄りの商工会までお気軽にご相談下さい。審査の結果、お客さまのご希望に添えないことがあります。

　商工会等の実施する経営指導を受けている方で、商工会等の長の推薦を受けた方
　推薦を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要です。
1　常時使用する従業員が20人以下(商業・サービス業の場合 5人以下)であること。
2　原則として６ヵ月以上、商工会等の経営指導を受けていること。
3　最近１年以上、同一商工会等の地区内で事業を営んでいること。 
4　所得税、法人税、事業税又は都道府県民税や市町村民税（均等割を含みます。）を、原則
として完納していること。

5　商工業者であり、かつ日本政策金融公庫 国民生活事業の非対象業種等でないこと。

マル経融資（経営改善貸付）のご案内

運転資金　  7年以内（うち据置期間1年以内）
設備資金　10年以内（うち据置期間2年以内）

利　　率
（平成25年２月14日現在）
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小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

本
年
十
月
十
七
日（
木
）

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
第
十
五
回
商
工
会
女

性
部
全
国
大
会
in
え
ひ

め
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
約
二
千
八
百

名
の
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
が

集
い
、
将
来
を
担
う
世
代

が
安
心
し
て
、
健
や
か
で

活
力
あ
る
経
済
活
動
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
全
国
六
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
に
よ
る
『
主
張
発
表
全

国
大
会
』
や
記
念
講
演
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
県
内

の
特
産
品
を
広
く
周
知
・

Ｐ
Ｒ
す
る
物
産
展
も
併
設

予
定
で
す
。

　

大
会
開
催
に
向
け
て
、

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

本
年
一
月
二
十
三
日（
水
）東
京

第
一
ホ
テ
ル
松
山
に
お
い
て
、
県

下
商
工
会
監
事
等
三
十
七
名
が
出

席
し
、
監
事
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
研
修
は
、
商
工
会
監
事
の
資

質
向
上
と
意
識
啓
発
を
図
り
、
商

工
会
の
組
織
及
び
事
業
を
強
化
し
、

も
っ
て
商
工
会
活
動
の
育
成
と
地

域
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
専
務
理
事
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
講
師
の
税
理
士
徳
丸
親
一

氏
よ
り
「
監
査
の
着
眼
ポ
イ
ン
ト

と
監
査
手
法
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
監
査
目
的
遂
行
の

た
め
、
会
計
面
・
業
務
面
そ
れ
ぞ

れ
に
対
し
て
、
監
査
実
施
に
お
け

る
主
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

★
監
査
目
的

①�

商
工
会
業
務
の
執
行
が
、
総

（
代
）会
の
決
定
に
合
致
し
て
い

る
か
を
厳
正
に
監
査
す
る
。

②�

執
行
機
関
に
対
し
て
運
用
上
の

問
題
点
を
的
確
に
指
摘
す
る
。

③�

建
設
的
な
意
見
を
提
示
し
て
商

工
会
の
運
営
に
積
極
的
に
寄
与

す
る
。

　

ま
た
、
最
近
は
商
工
会
職
員
に

よ
る
不
祥
事
が
全
国
で
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
経
理
処
理
に
係

る
管
理
運
営
体
制
を
再
確
認
し
、

不
祥
事
再
発
防
止
の
徹
底
を
図
る

よ
う
周
知
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
会
監
事
研
修
会
開
催

女
性
部

全
国
大
会
開
催
決
定

伊～予　おいでよ“媛の国”～愛顔あふれる愛媛の出愛～
い よ ひめ え がお あいで

大会スローガン

講師の話に真剣に聞き入る参加者

暮らしの安心をバックアップ
あなたの街の身近な共済

愛媛県火災共済協同組合ご契約のお申し込みは地元商工会へ
〒790―0001松山市一番町四丁目1番2（愛媛県中小企業会館3階）　TEL（ 089 ）945―1313　FAX（ 089 ）932―7602
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青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
主
張
発
表
県
大
会
）
開
催

熱心に聞き入る青年部員最優秀賞を受賞した山口部長（松野町）

　

本
年
一
月
十
二
日（
土
）、
六

十
四
名
の
青
年
部
員
が
参
加
し
、

松
山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
伝
達
に
続
い
て
研
修
を

行
い
、
寒さ

河が

江え

市
商
工
会
青
年
部

（
山
形
県
）
の
木
村
洋
祐
部
長
を

講
師
に
、「
必
要
と
さ
れ
る
商
工

会
青
年
部
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
同

　

本
年
一
月
十
七
日（
木
）、
各
商

工
会
女
性
部
の
部
長･

副
部
長
ほ

か
部
員
等
約
百
四
十
名
が
メ
ル
パ

ル
ク
松
山
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
状
伝
達
に
引
き
続
き
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
に

よ
る
主
張
発
表
は
、
地
域
の
活
性

化
や
振
興
事
業
、
女
性
部
活
動
に

対
し
て
の
想
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

青
年
部
が
取
り
組
ん
で
き
た
改
革

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、『
寒
河
江
市
は
、

合
併
し
て
い
な
い
商
工
会
で
は
日
本

一
の
百
二
十
二
名
の
部
員
数
で
、
昨

年
度
の
部
員
増
強
で
も
全
国
ト
ッ

プ
の
実
績
を
誇
る
青
年
部
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
部
員
が
五
十
名
程
に

な
っ
た
時
期
も
あ
り
、
十
年
間
の

改
革
の
成
果
が
実
り
、
現
在
の
組

織
規
模
に
現
れ
て
い
る
。

　

改
革
は
元
部
長
か
ら
始
ま
り
、

気
付
き
・
学
び
・
意
欲
・
繫
が
り
・

意
義
の
五
つ
の
視
点
で　

①
自
主

運
営
体
制
の
構
築　

②
経
営
勉
強

素
晴
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
慎
重

な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
を
南

予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
松
野
町
の
山

口
徳
子
部
長
「
商
店
街
に
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
せ
！
」
が
受
賞
し
、

優
秀
賞
に
は
東
予
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
・
上
島
町
の
岡
島
清
子
常
任
委

員
、
中
予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
東
温

市
の
野
間
と
し
子
部
長
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
由
布
院
観
光
協
会
会

長
や
大
分
銀
行
社
外
取
締
役
な

ど
、
地
域
活
性
化
の
取
組
み
を
続

け
る
、
由
布
院
玉
の
湯
温
泉
代
表

取
締
役
の
桑
野
和
泉
氏
か
ら
、「
由

会
に
よ
る
人
材
育
成
強
化　

③
委

員
会
制
組
織
に
よ
る
権
限
委
譲
と

責
任
感
の
醸
成　

④
地
域
の
た
め

に
な
る
事
業
構
築　

⑤
委
員
会
毎

の
数
値
目
標
を
設
定
し
た
事
業
計

画
書
の
作
成
と
達
成
報
告
を
行
っ

て
き
た
。

　

現
在
も
改
革
は
継
続
中
で
、「
浸

透
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
五
つ
の

委
員
会
を
中
心
に
地
域
の
求
め
る

事
業
を
自
主
運
営
で
成
功
さ
せ
、

地
域
や
行
政
か
ら
評
価
と
応
援
を

頂
く
こ
と
で
、
人
が
集
ま
り
部
員

が
増
え
る
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い

る
。』
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

布
院
に
お
け
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
振
興
」
と
い
う
演
題
で
話

が
あ
り
ま
し
た
。由
布
院
は
、元
々

特
別
な
観
光
先
進
地
で
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
四
十
年
以
上
に
及

ぶ
、
地
域
住
民
の
地
道
で
継
続
的

な
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
姿
が
あ

る
と
お
話
し
い
た
だ
き
、
多
く
の

参
加
者
が
共
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
懇
親
会
で
は
、
多
芸
な
部

員
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
披
露

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
自
ら
の
青
年

部
で
も
人
・
組
織
・
体
制
に
つ
い

て
参
考
に
し
た
い
と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

■�

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
優
良
青
年
部
】

　

し
ま
な
み
商
工
会
青
年
部

　

砥
部
町
商
工
会
青
年
部

　

吉
田
三
間
商
工
会
青
年
部

【
青
年
部
功
労
者
】

　

岡
田　

光
伸 （
周　

桑
）

　

三
好　

恭
弘 （
西
予
市
）

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

■�

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
優
良
女
性
部
】

　

し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部

　

上
島
町
商
工
会
女
性
部

　

伊
方
町
商
工
会
女
性
部

【
女
性
部
功
労
者
】

　

竹
口　

禮
子 （
砥
部
町
）

　

三
瀬　

敏
子 （
川　

上
）



− 12 −

2013/03No.273

　

こ
の
世
の
中
、
人
は
「
お
金
」

無
く
し
て
生
き
て
行
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

我
が
子
に
対
す
る
親
の
、
次
の

よ
う
な
愚
痴
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。「
子
供
の
た
め
と
思
っ
て
習

い
事
や
塾
に
行
か
せ
、
大
学
は
学

費
と
生
活
費
の
高
い
東
京
の
私

立
、
何
と
か
卒
業
し
た
も
の
の
就

職
先
は
零
細
企
業
。
本
人
は
一
応

満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
こ

れ
じ
ゃ
あ
結
婚
も
で
き
な
い
し
、

私
の
老
後
の
面
倒
も
見
て
く
れ
そ

う
に
な
い
よ
」
と
。

　
「
こ
れ
だ
け
お
金
を
掛
け
た
の

だ
か
ら
、
わ
が
子
に
は
こ
の
位

4

4

4

に

は
な
っ
て
欲
し
い
。」、
親
な
ら
ば

誰
で
も
そ
う
思
い
ま
す
。
先
の
話

の
親
は
、
独
り
立
ち
す
る
年
に

な
っ
た
ら
、
世
間
並
み
の
経
済
力

を
持
っ
た
家
庭
を
築
い
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か

し
「
こ
の
位
」
が
肝
心
で
、
そ
の

程
度
は
親
の
考
え
方
に
よ
り
大
き

　

平
成
二
十
五
年
度
の
全
国
商
工

会
珠
算
検
定
【
一
級
～
十
級
】
は
、

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
予
定
会
場
／
久
万
高
原
町
、
松

前
町
、
伊
方
町
、
西
予
市
の
各
商

工
会

●
各
応
募
期
間
・
試
験
日

▽
第
百
六
十
九
回

応
募
期
間
／
四
月
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　

～
五
月
十
七
日
（
金
）

試
験
日
／
六
月
十
六
日
（
日
）

▽
第
百
七
十
一
回

応
募
期
間
／
九
月
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　

～
十
月
十
八
日
（
金
）

試
験
日
／
十
一
月
十
七
日（
日
）

　
▽
第
百
七
十
二
回

応
募
期
間
／
十
二
月
十
二
日（
木
）

　
　
　
　
　

～
一
月
十
七
日（
金
）

試
験
日
／
二
月
十
六
日
（
日
）

※
受
験
者
が
一
名
も
い
な
い
場

合
、
試
験
を
開
催
し
な
い
会
場
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
受
験
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
最
寄
り

の
会
場
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

有
限
会
社　

岡
島
造
船
所

岡

島
　

彩

さ
ん

あ
や

松
山
市
中
島
大
浦　　

（
中
島
中
学
校
二
年
生
）

「
誇
り
の
あ
る
仕
事
」

　

私
は
、
造
船
所
に
住
ん
で
い
ま

す
。
父
は
社
長
、
兄
は
去
年
に
入

社
し
ま
し
た
。
社
員
の
人
達
が
作

る
船
を
間
近
で
見
て
い
て
、
毎
日

そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
船
が
も
う
す
ぐ
完
成
す
る
と

き
に
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て

い
る
姿
を
見
て
、
こ
の
仕
事
に
懸

け
る
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

父
は
家
の
中
で
は
、
優
し
く
接

し
て
く
れ
ま
す
が
、
仕
事
に
対
し

て
の
思
い
は
強
く
、
私
は
そ
の
姿

が
い
つ
も
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
船
を
造
っ
て
、
誇
り
あ
る
こ
の

仕
事
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
将
来
の
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
日
見
る

父
や
兄
、
社
員
の
人
達
が
仕
事
を

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
学
ん
だ
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
次
に
踏
み
出
す
一
歩
を
与

え
て
く
れ
た
造
船
所
の
仕
事
は
、

一
生
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

珠
算
検
定
結
果

珠
算
検
定
予
定

　

全
国
連
、
各
都
道
府
県
連
主
催

の
第
百
六
十
七
回
珠
算
検
定
を
、

去
る
十
一
月
十
八
日
（
日
）
県
下

四
商
工
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。　

合
計
六
十
五
名
が
受
験
し
、

三
十
六
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
一
級
合
格
者
は
無
く
満

点
合
格
者
は
一
名
で
し
た
。

●
満
点
合
格
者

　

八
級　

高
橋　

広
大

　
　
　
　

西
予
市
商
工
会

備
え
て
安
心
、
商
工
貯
蓄
共
済
『
医
療
保
障
特
約
』
に
加
入
し
ま
し
ょ
うく

異
な
り
ま
す
。
人
並
み
の
生
活

を
し
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
思
う

親
、
人
も
羨
む
よ
う
な
上
流
社
会

で
活
躍
し
て
欲
し
い
と
願
う
親
、

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
商
売
を
す
る
上

で
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん

な
商
売
で
も
、
商
売
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て
「
お
金
」
が
必
要
で
す
。

そ
の
お
金
を
効
果
的
に
使
え
ば
儲

け
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
儲
け
が

ど
の
程
度
な
ら
良
い
か
は
、
商
売

人
の
考
え
方
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

　

儲
け
を
出
す
に
は
、
売
上
高
・

原
価
・
経
費
等
の
バ
ラ
ン
ス
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
売
上
が
伸
び
な
い

中
、
経
費
削
減
努
力
に
よ
り
大
き

な
儲
け
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
結
構
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

も
し
頑
張
っ
て
働
い
た
従
業
員
の

給
料
を
削
っ
て
の
儲
け
で
あ
れ

ば
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
下
が
り
、
次
期
の
業
績
下
降
は

目
に
見
え
て
い
ま
す
。

　

儲
け
は
少
な
く
て
も
従
業
員
満

足
が
向
上
す
れ
ば
良
し
と
す
る
。

こ
れ
も
、
こ
の
ご
時
勢
な
ら
で
は

の
商
売
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
世
の
中
、「
お
金
」
が
全

て
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

嘱託専門指導員

宮岡　　稔


